第918回　生物科学セミナー
日時：　　9月28日（水）　16:30-18:00
演者：  工藤　洋　教授
京都大学生態学研究センター
演題：　自然条件下における開花遺伝子の機能評価：

　　　　　　季節を知る分子メカニズム

遺伝子は、元来、自然の生育地の条件下で機能しており、自然選択は生育地環境依存的に適応をもたらしてきた。そのため、遺伝子の機能を包括的に理解するためには、最終的に、自然条件下（イン・ナチュラ）での機能評価が必要である。本講演では、自然生育地特有の状況を考慮することによって、遺伝子機能がより包括的に理解されることを、気温に応答する開花遺伝子を例に紹介する。研究対象としたのは、シロイヌナズナ属の多年草ハクサンハタザオである。花序頂芽における明瞭な栄養成長への再転換がみられるため、開花の開始・終了の両時期を明確に記録できる、興味深い植物である。この研究で着目した生育地のコンテクストは、「自然条件での気温の季節変化は、長期傾向にのみ現れる」という点である。自然の気温変動は複雑で、2-3週間以内の短期変動は季節を感知するという点ではむしろノイズである。そこで、温度に依存して発現が調節される開花遺伝子（AhgFLC）に着目し、自然生育地での発現動態を解析した。その結果、この遺伝子が過去6週間の気温の変化傾向に応答し、短期の変動には惑わされないことが明らかになった。このことは、植物が遺伝子の発現レベルで、長期間の温度変動を量的に記憶できることを示している。
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